
　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

百貨店（店舗企
画）

販売量の動き ・月初めの台風の後から気温も下がり、秋物衣料品の
動きが良くなってきている。近郊に新しい商業施設が
できたが、今のところ競合せず、逆に地域への動員が
良くなっている。また、国内外の観光客の購入も順調
に伸びている。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年と比較すると来客数、客単価が上がってきてい
る。

○
旅行代理店（マ
ネージャー）

販売量の動き ・夏場に台風や地震等で落ち込んでいた分かもしれな
いが、ホテルパック等申込みの締切間際でも旅行の問
合せが多い。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・新商品の発売もあったことで販売量が上向き傾向に
あり、他社からの乗換えも今月は多くある。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・今月の戸建て住宅完成見学会では、３日間の集客目
標50組に対して62組が来場している。

□

スーパー（販売
企画）

来客数の動き ・お米含む青果物の高騰や、台風の影響による電池や
ごみ袋などの需要により客単価は少しアップしている
が、異業種含めた競争により客数の減少が大きく、売
上は前年を下回っている。

□
乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・大型イベントにて多数の来場、受注があった。高価
格の新型車も発売直後から好調な受注状況である。

□
観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・客室稼働率において、３か月前と同様に前年同月実
績を下回っている。

□
その他サービス
［レンタカー］
（営業）

販売量の動き ・予約受注量はほぼ前年並みで、同業他社も横並び状
態である。

□
住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・設計事務所からの見積依頼や、飲料自販機倉庫、食
肉加工工場、レンタカー事務所、簡易宿泊施設、葬祭
場、戸建て賃貸住宅等の建築相談が増えている。

▲
一般小売店
［鞄・袋物］
（経営者）

来客数の動き ・相次ぐ台風の襲来で、店舗が休養だったり、観光
客、インバウンドの客が減っていたりして売上がダウ
ンしている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・10月は悪天候が続いて、明らかに来客数が減少して
いる。

▲

観光型ホテル
（代表取締役）

来客数の動き ・前月の沖縄全体の入域観光客数が前年を下回ってお
り、台風などの影響もあったが、新規参入企業は増え
ている。競争が激しく、客の取り合いになっている。
動きは弱いと感じられる。

×

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・商店街エリアの小売店は、競合の大型店と値段が
違っていたり、サービスの対応ができないこともあ
り、日々の売上がじわじわ落ちているという話を聞
く。一部では飲み屋が多くなっているが、全体として
は競合の大型店に後れを取っているとみられる。

×

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・10月は例年かなり数字の落ちる月ではあるが、過去
最低の入客状況にある。数字が落ちるのを見越して新
聞折込、外商等かなりの手を打っているが反応が薄
い。月前半は台風25号の通過があり、無理して全店舗
開けたが、来客は少なかった。昔は、台風のときは満
席になったが、近年、店を開けても来なくなってい
る。

◎
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築住宅の契約棟数及び契約金額が増加している。

○
食料品製造業
（総務）

受注量や販売量
の動き

・台風の影響で一時的に悪くなっていたが、その反動
もあり回復の過程で景気が良く感じられ、実際売上も
伸びている。

□
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共向け出荷は前年比減、民間向けは前年比増、全
体では横ばいである。

□

輸送業（経営企
画室）

取引先の様子 ・幾つか継続して商談している取引先と輸出関連につ
いて意見交換をしていると、国内商品の需要は継続し
てあり、輸出商品の取り合いのような状況もあるそう
である。また新規のリゾート開発系の輸入案件もあ
り、そちらも計画的に幾つか事業があり、県内での消
費等景気につながる部分は増えていくとみられる。

▲ － － －
× － － －
◎ － － －

家計
動向
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)

雇用



○ ＊ ＊ ＊

□
人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・求人数は引き続き多く、景気の良い状態が続いてい
る。

□
学校［専門学
校］（就職担
当）

求職者数の動き ・専門学校生は、ほとんどが就職を希望しているので
求職率はほぼ100％である。今年も同様の数字である
が、例年に比べ内定率が低い。

▲

求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・まずは求人件数の減少が挙げられる。10月の週平均
件数は797件で、３か月前の825件と比較するとマイナ
ス28件である。前年同月の946件からはマイナス149件
で、かなり減少している。

× － － －

関連

(沖縄)
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